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ふるさと往診ク リニ ック
丸岡田rr、 畝59-22
令和5年 4月 開業

診療科日:一般外科/消化器外科/消化器内科
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「最期の日を我が家で迎えたい、家族みんなと一緒にいたい」という患

者の思いや、最期までそばで寄り添つてあげたいという家族の思い一。

そんな患者と家族の思いを支える医療、その一つに「在宅医療」がある。

ふるさと往診クリエックは、令和 5年 4月 、坂井地区で初めての「在宅

医療Jを 主にした診療所として、上長畝に開設した。

在宅医療を行うのは、上長畝に住む院長の遠藤直樹さん①大学卒業後、

約16年間、北陸三県の病院で外科医として研鑽を積み、息者一人ひと

りに向き合ってきたドクターで、4年前にふるさと福井に戻つてきた。

これを契機に、ふるさとに対して何か役立つことをしたいと思うよう

になったという遠藤さん。病院勤務のときから考えていた、「自宅での
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▲ 自宅すぐそばにあるクリニツクの部屋。
往診の際に活躍するレントゲンなど。

▲ 上長畝に開業した「ふるさと往診クリニツク」

緩和ケアを含む療養を希望する人の応援がしたい」という思いが

膨らみ、開業医では稀な在宅医療を主に行う医師としての開業を

選んだ。

「人生最期の時間を、本人が自宅だけでなく病院外でやりたい

ことのサポートをする、できる限り息者さんのエーズに応えたい」

と話す遠藤さん。日々、夜中や明け方の時間帯も関係なく、遠く

は隣の市まで駆けつけ、不安な息者や家族に応える医療を行って

いる。

誰にでも笑顔で元気よく話しかける遠藤さんから感じる優しさ

は、地域に根差した高い医療技術を持つ医師という以上に、最期

の時間を安心して預けられる気持ちにさせてくれる。そんな地域

にとってこれほど′亡ヽ強い医師がいて下さるのは、大変ありがたく

痛しいことである。
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運日の猛暑、どこかへ出かけたいな～と思い

つつも出かけられない…と思ったら、あらま !

こんなところにミッキーが !

投稿者 もこもこちゃん

お蕎麦河戸祭ネしの時に…あれ ?なんだ?

木の幹に動物発見 Iなんだと思いますか ?

亀に見えませんか～ (AA)

投稿者 夏の (昔 は )お嬢さん

H上 区

五味川

のうねの郷

豊原区


